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＜ご注意＞
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当社の連結子会社における公表事案について

2025年9月30日に公表しております通り、当社の連結子会社である株式会社エー・
アンド・デイ（以下、「Ａ＆Ｄ」といいます）は、特定計量器を修理するにあたり、
計量法に違反する取り扱いをしておりました。

株主の皆様をはじめとする関係者各位に多大なるご迷惑とご心配をおかけしており
ますことを、深くお詫び申し上げます。現在、本件に関する対応を進めており、
株主の皆様および関係者各位の信頼回復に努めております。

なお、本件に伴う当社グループの業績への影響として、2026年3月期第2四半期に、
計量法違反に対する是正対策費用として552百万円の特別損失を計上しております。

今後開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。

2025年9月30日開示 「当社の連結子会社における公表事案に関するお知らせ」 https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf

https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf
https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf
https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf
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当社の連結子会社における公表事案について

2025年9月30日開示 「当社の連結子会社における公表事案に関するお知らせ」 https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf

是正内容

①計量法第49条「検定証印の除去義務」について
検定証印等の除去がなされていない恐れのある機器台数5,109台のうち、開発・技
術センターでの修理対応分1,044台については、2025年12月末日を完了期限とし
て再修理あるいは新品交換等の是正対応を進めております。その他各事業所での
修理対応分につきましても、早急に着手すべく要員、場所、代替機の手配等の準
備を進めております。

②計量法第46条「届出修理事業者の届け出義務」について
現在、各都道府県知事への「届出修理事業者」の届け出について手続きを進めて
おります。手続き完了までの間は当該事業所で特定計量器の修理は請け負いませ
ん。なお、外注業者１社は「届出修理事業者」の届け出がすでに完了しておりま
す。

当社の社外取締役を委員長とする「業務改善委員会」の管理・監督のもと、以下の取り組みを実施し、
再発防止に努めてまいります。

再発防止策

是正対策の進捗管理と
処置の加速化

法令遵守の深化と
社員教育の強化

修理業務及び
関連事務手続きの改善

組織並びに
体制の見直し

違反内容および要因

①計量法第49条「検定証印の除去義務」違反
特定計量器の修理内容を事実と異なる内容とし検定証印等の除去を行なっておりません
でした。Ａ＆Ｄの修理部門での遵法意識の欠如により、検定証印等の除去に係る説明と
修理後再検定を回避し、一連の業務に係る手間と労力を省いておりました。また、修理
業務が一部門に集約されていたことから、当該部門の業務効率性が優先され、修理部門
および修理業務を監視、牽制および警告するべき体制が整っておらず、業務の管理が適
切に行われておりませんでした。

②計量法第46条「届出修理事業者の届け出義務」違反
Ａ＆Ｄの名古屋・大阪・広島・福岡の各事業所および外注業者１社において、届け出が
なされておりませんでした。Ａ＆Ｄでは、埼玉県北本市の開発・技術センターで「届出
製造事業者」の届け出がなされているため、全社的に別途「届出修理事業者」の届け出
は不要と誤った認識をしておりました。また、Ａ＆Ｄの東海事業所および当該事業所の
外注業者の双方にて「届出修理事業者」の届け出が必要な旨を認識していたものの、遵
法意識の欠如により違反の状態を看過しておりました。

https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf
https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf
https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/09/news_20250930_jp.pdf
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エグゼクティブサマリー
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2026年3月期2Q
• 半導体関連事業は、需要の調整局面が続くなか、一部期ずれに
より減収、製品ミックスの変化や新製品開発への投資で減益

• 計測・計量機器事業は堅調な計量機器需要に加え、利益率改善
の取り組みが奏功し増収増益

• 医療・健康機器事業は、顧客・地域ごとの需要変動により売上
横ばい、販売活動費用増加や米国関税影響などにより減益

2026年3月期予想

堅調な上期進捗により通期見通しは
変更せず、収益拡大を目指す

上期は前年同期比減益となるものの、
売上高、営業利益ともに計画を達成
売上高 30,381百万円２Q予想達成率 101.3%
営業利益 3,156百万円２Q予想達成率 116.9%

売上高 70,000百万円前期比 ＋4.3%
営業利益 9,500百万円前期比 ＋7.8%

• 半導体関連事業は、新製品開発推進や販売機能強化など、さら
なる成長に向けた態勢整備に注力

• 計測・計量機器事業および医療・健康機器事業については、新
製品開発の推進とともに、グローバルでの販売・サービス展開
の強化により業績拡大を見込む
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2026年3月期第2四半期 業績の概況

前年同期比で売上高は横ばい、営業利益は製品構成の変化や販売活動費用増加などにより減益
2Q予想比では、売上高・営業利益ともに100％を超える堅調な推移
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2025/3期2Q累計 2026/3期2Q累計
増減額 前年同期比

（ご参考）

2Q予想 達成率（単位：百万円） 率 率

売上高 30,375 ー 30,381 ー +6 +0.02% 30,000 101.3%

売上原価 16,610 54.7% 16,671 54.9% +60 +0.4% ー ー

売上総利益 13,764 45.3% 13,710 45.1% -54 -0.4% ー ー

販売費及び
一般管理費 10,491 34.5% 10,553 34.7% +62 +0.6% ー ー

営業利益 3,273 10.8% 3,156 10.4% -116 -3.6% 2,700 116.9%

経常利益 3,184 10.5% 3,330 11.0% +145 +4.6% 2,600 128.1%

税引き前利益※ 3,179 10.5% 2,774 9.1% -405 -12.7% ー ー

中間純利益 1,769 5.8% 1,704 5.6% -65 -3.7% 1,800 94.7%
１株当たり
中間純利益（円） 64.38 ー 62.25 ー -2.13 ー 65.76 ー

※税引き前利益の前年同期比減の主な理由：計量法違反に対する是正対策費用552百万円を特別損失に計上



地域別売上高推移

国内は計量機器が堅調に推移したものの、半導体関連の期ずれや医療機器の低迷が影響し減収
海外は米州における医療機器の大口案件の寄与、中国における計量機器の販売増加により増収
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2025/3期2Q 2026/3期2Q
前年同期比

額 構成比 額 構成比

日本 15,515 51.1% 14,998 49.4% -3.3%
海外 14,859 48.9% 15,383 50.6% +3.5%

地域別売上高

-517 

389 

-41 

175 30,375 30,381 

2025/3期2Q
売上高

日本 米州 欧州 アジア・
オセアニア

2026/3期2Q
売上高

地域別売上高増減分析

15,515 14,998 

7,089 7,478 

4,745 4,704 

3,024 3,200 

2025/3期2Q 2026/3期2Q

日本 米州 欧州 アジア・オセアニア

（単位：百万円）

+5.8%

YoY

-0.9%

+5.5%

-3.3%

2025/3期2Q
売上高

2026/3期2Q
売上高

日本 米州 欧州 アジア・
オセアニア



3,273 90
-22

-180 -5
3,156

25/3期２Q
営業利益

販売面の影響 原価変動の影響 諸経費増減の影響 販売及び諸経費に
関わる為替の影響

26/3期2Q
営業利益

営業利益増減要因
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（単位：百万円）

前年同期比 ‐116百万円

売上総利益率は
ほぼ横ばい

半導体関連事業の減収を
他の事業でカバー

販売活動強化に伴う
広告宣伝費、人件費

が増加

ルーブルが有利目、
ドルが不利目で
影響を相殺

販売面の影響 原価変動の影響 諸経費増減の影響 販売面及び諸経費に
関わる為替の影響

25/3期2Q
営業利益

26/3期2Q
営業利益
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1,814 1,570 

2025/3期2Q 2026/3期2Q

33.5% 30.9%
5,414 5,075 

2025/3期2Q 2026/3期2Q

セグメント別業績 半導体関連事業

足元の需要は調整局面が継続、一部案件の下半期への期ずれから減収
製品ミックスの変化による利益率の低下や継続的な開発投資の影響により減益

10
※：半導体関連事業は国内のみ

• 主に中国での当社製品の需要が一巡したことにより新規受注は低調
• 半導体事業本部を7月に新設、新規顧客開拓や顧客ニーズへの対応強化を積極的に推進

（単位：百万円）

※：各事業別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額（25/3期2Q -1,218百万円、 26/3期2Q -799百万円）が含まれておりません。

2025/3期
2Q累計

2026/3期
2Q累計 前年同期比

ご参考

通期予想 進捗率

売上高 5,414 5,075 -6.3% 10,700 47.4%

営業利益※ 1,814 1,570 -13.5% 3,450 45.5%

受注残高 10,140 6,041 -40.4% - -

売上高 営業利益・率売上高・営業利益



2,794 2,922 

346 285 
2,444 2,355 

7,682 7,942 

2025/3期2Q 2026/3期2Q

日本 米州 欧州 アジア・オセアニア

セグメント別業績 計測・計量機器事業
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堅調な計量機器需要で売上増加、増収効果と利益率改善により増益

アジア・オセアニア

日本

米州 堅調な計量機器需要の一方でDSP機器は前年の大型案件の反動減あり、案件構成の変化により営業損失は縮小
主に中国における好調な計量機器販売が寄与し増収増益

+3.4%

-3.6%

-17.5%

+4.6%

（単位：百万円）売上高・営業利益

2025/3期
2Q累計

()は構成比

2026/3期
2Q累計

()は構成比
前年同期比

ご参考

通期予想 進捗率

売上高合計 13,267 13,505 +1.8% 33,300 40.6%

計量機器 9,764 （73.6%) 10,367 （76.8%) +6.2% 21,600 48.0%

DSP機器 3,502 （26.4%) 3,138 （23.2%) -10.4% 11,700 26.8%

営業利益※ 543 679 +25.1% 3,500 19.4%

受注残高 7,801 6,874 -11.9% - -

地域別売上高

YoY

※：各事業別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額（25/3期2Q -1,218百万円、 26/3期2Q -799百万円）が含まれておりません。

計量機器の特需に加え、利益率改善に向けた継続的な取り組みが奏功し増収増益



229 277 

4,399 4,419 

4,645 5,122 

2,418 1,980 

2025/3期2Q 2026/3期2Q

日本 米州 欧州 アジア・オセアニア

セグメント別業績 医療・健康機器事業

顧客・地域ごとの需要変動および販売活動費用増加などの影響により売上横ばい、営業利益減少
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大口顧客向けおよび医科向け製品の需要低迷に加え、一部製品の商流変更も影響し減収減益日本

米州
欧州

（単位：百万円）地域別売上高

-18.1%

+10.3%

+0.4%

+20.9%

YoY

売上高・営業利益

2025/3期
2Q累計

()は構成比

2026/3期
2Q累計

()は構成比
前年同期比

ご参考

通期予想 進捗率

売上高合計 11,693 11,800 +0.9% 26,000 45.4%

医療機器 2,137 （18.3%) 2,282 （19.3%) +6.8% 5,200 43.9%

健康機器 9,556 （81.7%) 9,517 （80.7%) -0.4% 20,800 45.8%

営業利益※ 2,134 1,706 -20.1% 4,400 38.8%

受注残高 394 291 -26.1% - -

※：各事業別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額（25/3期2Q -1,218百万円、 26/3期2Q -799百万円）が含まれておりません。

医療機器の大口案件が寄与し売上増加、米国関税によるコスト増の影響で利益は横ばい
現地需要が低調に推移し販売が伸び悩むなか、販売活動強化に伴うコスト増の影響で利益は減少
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2026年3月期 通期業績予想（変更なし）

14

売上高前期比＋4.3%、営業利益前期比＋7.8%の増収増益を見込む
米国関税政策の影響については、米国経済や需要動向を注視しつつ適切に対応

（単位：百万円）
2025/3期
実績

2026/3期
予想 増減率

売上高 67,083 70,000 +4.3%

営業利益 8,813 9,500 +7.8%

経常利益 8,954 9,400 +5.0%

親会社株主に
帰属する
当期純利益

6,468 6,500 +0.5%

１株当たり
当期純利益（円） 235.63 236.77 ー

事業環境

引き続きAI関連の半導体を中心として中長
期的に市場が拡大していく見込み、新たな
需要の高まりに合わせ、引き続き新製品開
発を着実に進める

半導体関連事業

医療DXの進展や世界的な高齢化社会の流れ
のなかで、中長期的な需要増が見込まれる
ことから、グローバルでの市場カバレッジ
および重点地域での販売拡大に取り組む

医療・健康機器事業

カーボンニュートラルに向けた世界的な取
り組みやデジタル化の進展により、開発投
資や生産設備投資は継続
特定の市場に向けた新製品開発を進める

計測・計量機器事業

想定為替レート：1米ドル140.00円、1露ルーブル1.60円



2026年3月期 各事業別業績予想（変更なし）
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（単位：百万円）

売上高 営業利益

2025/3期
（実績）

2026/3期
（予想） 増減率 2025/3期

（実績）
2026/3期
（予想） 増減率

半導体関連事業 12,295 10,700 -13.0% 4,124 3,500 -15.1%

計
測
・
計
量

機
器
事
業

計量機器 20,138 21,600 +7.3% － － －

DSP機器 10,527 11,700 +11.1% － － －

小計 30,665 33,300 +8.6% 2,704 3,500 +29.4%

医
療
・
健
康

機
器
事
業

医療機器 4,666 5,200 +11.4% － － －

健康機器 19,455 20,800 +6.9% － － －

小計 24,122 26,000 +7.8% 4,106 4,400 +7.1%

合計 67,083 70,000 +4.3% 8,813 9,500 +7.8%

グローバルでの市場カバレッジおよび重点
地域での販売拡大に加え、新規事業領域に
対応した製品開発、サービス展開の強化に
よって業績拡大を目指す

医療・健康機器事業

需要動向を鑑み、今期は減収減益の見込み。
引き続き新製品開発に注力するとともに、
海外展開の拡大や新規顧客開拓のための販
売機能強化を図り、今後のさらなる成長に
向けた基盤づくりを進める

半導体関連事業

特定の市場に向けた新製品開発を推進、米
国や中国など海外の重点地域における販売、
エンジニアリング、サービス対応を強化す
ることによって業績拡大を目指す

計測・計量機器事業

2026年3月期は計測・計量機器事業、医療・健康機器事業で成長を見込む
新中期経営計画の初年度として、各事業の戦略およびグループ機能を強化するための施策を推進

※：事業別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額は含まれておりません



26.73 28.44
44.37 56.72

7.65 20.99 22.41

89.22 92.74
76.88

161.87 172.92
201.33 192.91

235.63 237.45

株主還元

2025年3月期の業績結果を踏まえ、2026年3月期の年間配当予想は2025年3月期から10円増配し50円
（中間配当25円、期末配当25円）を予定
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50

2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期
予想

配当金（円）
一株当たり当期純利益（円）
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高精細なSEM画像を実現し、微細パターンの観察精度を飛躍的に向上
高速かつ高精度なCD測定を可能にし、量産対応力を強化

レジストシュリンクを抑えた高精細観察が可能
スループットを大幅に向上し、量産現場のニーズに対応
 SEM画像のさらなる高精細化と安定化を実現
帯電による画像劣化を抑制し、安定した観察をサポート
曲線パターンに対してもパターンのエッジ位置計測が可能

18

次世代電子ビームフォトマスク寸法測定装置 HSS-1000
当社連結子会社の株式会社ホロンは、次世代電子ビームフォトマスク寸法測定装置「HSS-1000」を新たに開発しました。従来機
「ZX」から大幅に性能を向上させ、1.6nmノード以降のEUVマスク製造に求められる極めて高いCD測定精度を実現。さらに、
薄膜吸収層や開発中のレジストに対しても、クリアで高精細なSEM画像の取得が可能です。これにより、量産工程での歩留まり
改善と、マスク開発段階での効率化に大きく貢献します。

TOPICS 新製品リリース

主な特長

技術シナジー
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TOPICS 新製品リリース

EUV露光技術の本格導入により、マスクパターンの微細化が急速に進行しています。これに伴い、CD測定精度の向上、スループットの確保、薄膜吸収層やレ
ジストの高精細観察、曲線パターンのエッジ位置検出といった新たな課題が顕在化しています。これらの課題に対応すべく、当社グループの革新技術を結集
し「HSS-1000」を開発しました。これにより、1.6nmノード以降の量産・開発現場において、次世代CD-SEMとしての役割を果たします。

開発背景・市場ニーズ

 高精細ビーム生成技術
 低ノイズ信号検出回路
 高速・高精度ビーム制御
 新設計プラットフォームと高速ステージ

当社グループ全体で開発リソースを強化し、顧客ごとのニーズにきめ細かく対応できる体制を整備していくとともに、当製品を基にアジア市場の深堀と欧米
市場への展開を強化してまいります。

今後の展開

革新技術リスト

 強力なチャージ対策
 AI技術導入による予測制御とノイズ処理
 高度な輪郭抽出機能による曲線パターンのエッジ位置検出

寸法測定精度
（Static）

ビーム分解能
（Sharpness）

Contrast to Noise ratio
（CNR）

測定時間
（MAM time） マスク搬送

新モデル「HSS-1000」 25%向上 15%向上 15%向上 30％向上 Pallet less

従来機（ZX）との性能比較
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四半期別売上高・営業利益の推移

第2四半期会計期間 売上高は前年同期比-3.9%、営業利益は前年同期比-19.9%

21

（単位：百万円）

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期予想

51,736 59,028 61,955 67,083 70,000
2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期予想

5,496 7,475 7,955 8,813 9,500

売上高 営業利益

11,541 11,981 13,387 13,911 14,555 

12,335 15,180 15,948 16,463 15,826 

13,448 
15,055 15,119 17,743 

14,411 
16,810 

17,500 
18,964 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

第2四半期比
-3.9%

847
△ 219

1,099 996 1,332

1,287 
2,046 

2,063 2,276 1,824 
1,433 

2,902 
2,016 

2,780 1,927 

2,745 2,776 

2,759 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

第2四半期比
-19.9%



事業別業績
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25/3期
2Q累計

26/3期
2Q累計 前年同期比 通期予想 進捗率

売上高 30,375 30,381 +0.02% 70,000 43.4%

半導体関連 5,414 5,075 -6.3% 10,700 47.4%

計測・計量機器 13,267 13,505 +1.8% 33,300 40.6%

医療・健康機器 11,693 11,800 +0.9% 26,000 45.4%

営業利益 3,273 3,156 -3.6% 9,500 33.2%

半導体関連 1,814 1,570 -13.5% 3,450 45.5%

計測・計量機器 543 679 +25.1% 3,500 19.4%

医療・健康機器 2,134 1,706 -20.1% 4,400 38.8%

全社消去 -1,218 -799 - - -

30,375

△ 338

238
106 30,381

2025/3期2Q
売上高

半導体関連 計測・
計量機器

医療・
健康機器

2026/3期2Q
売上高

事業別売上高増減分析 （単位：百万円）

2025/3期
2Q

売上高

半導体関連 医療・
健康機器

計測・
計量機器

2026/3期
2Q

売上高



事業別業績

23

25/3期2Q累計 26/3期2Q累計 前年同期比

売上高 30,375 30,381 +0.02%
半導体関連 5,414 5,075 -6.3%

計測・計量機器 13,267 13,505 +1.8%

医療・健康機器 11,693 11,800 +0.9%

売上原価 16,610 16,671 +0.4%
半導体関連 2,299 2,257 -1.8%

計測・計量機器 7,798 8,049 +3.2%

医療・健康機器 6,213 6,495 +4.5%

販管費 10,491 10,553 +0.6%
半導体関連 1,300 1,247 -4.1%

計測・計量機器 4,925 4,776 -3.0%

医療・健康機器 3,345 3,598 +7.6%

営業利益 3,273 3,156 -3.6%
半導体関連※ 1,814 1,570 -13.5%

計測・計量機器※ 543 679 +25.1%

医療・健康機器※ 2,134 1,706 -20.1%

（単位：百万円）

※：各事業別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額（25/3期2Q-1,218百万円、26/3期2Q -799百万円）が含まれておりません



事業別売上高構成
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16.7% 34.1% 10.3% 7.5% 31.3%

半導体関連
54億円（17.8%）

医療・健康機器
117億円（38.5%）

計測・計量機器
133億円（43.7%）

25/3期2Q

304億円

26/3期2Q

304億円

医療機器 健康機器計量機器 DSP機器半導体関連

医療・健康機器
118億円（38.8%）

計測・計量機器
135億円（44.5%）

51億円 23億円 95億円103億円 31億円

フォトマスク用CD-SEM 全自動血圧計 家庭用血圧計分析用電子天秤 車載統合計測システム（VMS）

半導体関連
51億円（16.7%）

54億円 21億円 96億円98億円 35億円

17.8% 32.1% 11.5% 7.0% 31.5%

■半導体関連 ■医療機器 ■健康機器 ■計測機器 ■計量機器 ■ DSP機器



• 下期出荷に備え製品及び仕掛
品が増加した一方、前期末に
計上していた売上債権の回収
が進み、流動資産は減少

• ホロンの新工場建設代金支払
により建設仮勘定を計上し固
定資産が増加

• 前期に引き続き借入金の返済
を進め、固定負債が減少

貸借対照表

25

（単位：百万円） 2025年3月期末 2026年3月期2Q 増減額

流動資産合計 51,668 51,170 -498

固定資産合計 17,336 18,130 +794

資産合計 69,005 69,300 +295

流動負債合計 22,780 22,414 -366

固定負債合計 3,426 2,687 -739

負債合計 26,207 25,101 -1,106

株主資本合計 43,119 44,283 +1,164

純資産合計 42,797 44,198 +1,401

負債純資産合計 69,005 69,300 +295

自己資本比率 61.9％ 63.7% +1.8pt



中期経営計画最終年度の2028年3月期は売上高800億円、営業利益117億円を計画
中期経営計画数値目標

26

2028年3月期計画

620 億円
671 億円 700 億円 745 億円

800 億円

80 億円 88 億円 95 億円 104 億円 117 億円

12.8% 13.1% 13.6%
14.0%

14.6%

2024/3期 2025/3期 2026/3期(計画） 2027/3期（計画） 2028/3期（計画）

売上高 営業利益
営業利益率

中期経営計画【FY2025 - FY2027】

前期比＋6.4%

前期比＋7.4%

売上高
800億円

25/3期比
+19.3%

営業利益
117億円

25/3期比
+32.8%



中期経営計画数値目標 セグメント別

27

3ヵ年計数計画（単位：億円）

※：半導体関連事業は国内のセグメントで計上
※：事業別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額は含まれておりません

48 53 57 61 

193 
207 215 226 

41 44 48 50 

17.0% 16.9%
17.5% 17.4%

2025/3期
実績

2026/3期
計画

2027/3期
計画

2028/3期
計画

国内売上高 海外売上高
営業利益 営業利益率

241
260 272

287

医療・健康機器事業

187 205 216 227 

120 
128 137 

146 

27 35 39 42 

8.8%

10.5%
10.9%

11.3%

2025/3期
実績

2026/3期
計画

2027/3期
計画

2028/3期
計画

国内売上高 海外売上高
営業利益 営業利益率

307
333

353 373

計測・計量機器事業半導体関連事業

123 

107 
120 

140 

41 
35 38 

47 

33.6% 32.2% 31.7%
33.6%

2025/3期
実績

2026/3期
計画

2027/3期
計画

2028/3期
計画

売上高 営業利益 営業利益率



サステナビリティの取り組み
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当社グループは、最先端かつ多種多様な「はかる」技術を通じて、
「計測・計量」「医療・健康」「半導体」分野での事業活動により社会課題の解決に貢献するとともに、

環境保全や環境負荷低減の取り組みを積極的に推進することで、
豊かで持続的な社会の実現と中長期的な企業価値の向上を目指します。

サステナビリティの取り組みを更新しました。是非ご覧ください

主な更新内容
「環境活動データ（指標と目標）」

2024年度温室効果ガス排出量実績

「Ａ＆Ｄホロンエコプロダクツ認定制度」
2025年度認定製品のご紹介

「廃棄物の削減活動、リサイクル率の推移」
2024年度実績

「代理店様・販売店様向け製品勉強会」「地域貢献」
  2025年度取り組みのご紹介

P.14-17

P.12

P.20

P.18

※最新版資料はこちら：https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/11/holdings_sustainability_20251126_jp.pdf

https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/11/holdings_sustainability_20251126_jp.pdf
https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/11/holdings_sustainability_20251126_jp.pdf
https://andholon.com/wp-content/uploads/2025/11/holdings_sustainability_20251126_jp.pdf


持続可能な
社会の実現

わたしたちは、長年培ってきた「はかる」技術を社会に提供する
ことを通じて、科学技術の発展、産業の高度化、人々の健康な
生活に寄与し、豊かで持続的な社会づくりにグローバルに
貢献する企業グループを目指します。

「はかる」をコアとした技術革新

カーボン
ニュートラル

環境

医療

健康長寿
社会デジタル

社会



A&Dホロンホールディングス
IRサイトはこちらから

https://andholon.com/ir/
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